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１． 将来の村上市のことについて、おたずねします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

問１．今後、人口減少や高齢化が進んでいくなかで、村上市を持続可能な都市にするため

にはどのような取り組みが必要だと思いますか？（２つまで〇） 

 

問２．今後、村上市が特に力を入れて取り組むべきまちの課題はなんだと思いますか？ 

（２つまで〇） 

 

問３．今後、人口減少等により財政規模が縮小していくなかで、すべての公共施設をこれ

までどおりに維持・更新することが困難になっていくことが想定されます。 

今後、公共施設はどのように維持や更新を行っていくべきだと思いますか？ 

あなたの考えに近いものを、次の中から選んでください。（１つだけ○） 

 

 

 
村上市 立地適正化計画策定のための市民アンケート調査 

＜調査票＞

 
　１．生活サービス施設や公共施設等の集約による拠点の形成 

２．道路や公園等の社会基盤が整った地域への移住の促進 

３．市中心部や地域の拠点となる地区を結ぶバス等の公共交通網の充実 

４．まちなかの空家や空き店舗の活用による低未利用地の解消 

５．人口減少や高齢化が特に進んでいる地域に対する人的支援 

６．郊外部や災害のおそれのある地域での無秩序な開発の抑制 

７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
１．若者や子育て世代を対象とした移住・定住支援策の強化 

２．観光資源の活用や地域の魅力向上による観光誘客の強化 

３．妊産婦や子育て世帯への支援の充実 

４．高齢者福祉サービスや地域医療体制の強化 

５．大規模災害に備えた防災・減災対策の強化 

６．バス等の公共交通網の維持・改善 

７．デジタル化の推進による行政サービス等の効率化 

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
１．施設の複合化・多機能化することで、現状の機能を維持したまま数を減らす 

２．施設の更新時期にあわせ、規模や面積を小さくし、現状の数を維持する 

３．他の行政サービスを縮小して現在の公共施設の機能・数を維持する 

４．施設の利用料金等を見直し現在の公共施設の機能・数を維持する 

５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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２． 普段の生活行動について、おたずねします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

問４．あなたは普段の生活で、以下の施設や機能をどのように利用していますか？ 

①～⑦の施設それぞれについて、（１）利用頻度は、当てはまるもの１つに○を記入し、

（２）場所は、下図より該当する場所 A～H の記号を記入してください。 

※対象となる場所が複数ある場合は、もっともよく行く場所を記入してください。 

 

 （1）利用頻度 （２）場所

  

施設・機能の種類

１
．
週
に
５
回
以
上

２
．
週
に
１
～
４
回

３
．
月
に
１
～
３
回

４
．
２
～
３
カ
月
に 

１
回
程
度

５
．
１
年
に
１
回
程
度

６
．
ほ
と
ん
ど 

利
用
し
な
い

７
．
利
用
し
な
い

※下図の A～H

から選択して

ください

 ［記入例］　 

①食料品、日用品等の買い物（最寄品）
○ Ｂ

 ①食料品、日用品等の買い物（最寄品）

 ②家電、家具、衣料品等の買い物（買回品）

 ③コンビニエンスストア

 ④飲食店（レストラン、カフェ等）

 ⑤病院、個人医院等

 ⑥幼稚園・保育園、子育て支援施設等

 ⑦介護・福祉施設

週に３回、村上駅西側のスーパー
を利用する場合
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３． 今後のお住まいについて、おたずねします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

問５．あなたは将来のお住まいについて、どのように考えていますか？（１つだけ〇） 

 

問５-1．問 5 で１．又は２．又は３．の「転居の予定や可能性がある」と回答した方に伺い

ます。 

　　　　転居をする場合、どこに転居したいですか？（１つだけ〇） 

 

問６．転居する場合、転居先はどのような点を重視しますか？（２つまで○） 

 

４． 村上市の防災対策について、おたずねします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

問７．現在お住まいの地域で、災害が起きた場合に不安に思うことは何ですか？（２つまで〇） 

 

問８．村上市の災害対策として、どのような取り組みが重要だと思いますか？（２つまで〇） 

 
　１．現在、転居を検討している、又は予定がある 

　２．今後、仕事や学校などの都合によって転居する可能性がある 

　３．今後、結婚や子育て、介護等の家庭環境の変化によって転居する可能性がある 

３．当面、転居の予定はなく、検討する予定はない 

４．ずっと今の場所に住み続ける予定である 

５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 
　１．村上地域 ２．荒川地域 ３．神林地域 

４．朝日地域 ５．山北地域 ６．村上市外

 　１．住宅や土地の広さ ２．住宅や土地の価格や家賃 

３．買物や通院等の日常生活の利便性 ４．駅やバス等の交通の利便性 

５．通勤や通学のしやすさ ６．公園や緑、河川等の自然の豊かさ 

７．防災・防犯対策等の地域の安全性 ８．親や親族等の住まいとの近さ 

９．その他（　　　　　　　　　　　　　）

 　１．災害発生直後の避難方法や避難場所等の避難 

２．災害発生後の電気・水道・ガス等のライフラインの復旧 

３．災害に伴う建物や土地の損壊や倒壊、浸水等の被害 

４．家族や近所に住む高齢者などの要配慮者の支援 

５．避難所での生活や食料・日用品等の不足 

６．避難後、自宅に戻った後の食料品や日用品等の流通 

７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 　１．防災に関する平時からの積極的な情報提供 

２．自主防災組織の育成や地域の避難訓練等の充実 

３．避難施設（避難所・避難ビル等）の充実 

４．高齢者や障がい者等の要支援者の避難支援体制の整備 

５．防災道路の整備や建物の耐震化の促進 

６．災害の危険性が低い地域への住宅や施設の移転 

７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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５． あなたご自身のことについて、おたずねします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

問９．あなたの年齢をお答えください。（１つだけ○） 

 

問 10．あなたの性別をお答えください。（１つだけ○） 

 

問 11．あなたのお住まいの地区をお答えください。（１つだけ○） 

 

問 12．あなたの主な職業をお答えください。（１つだけ○） 

 

問 13．あなたの世帯構成をお答えください。（１つだけ○） 

 

６． 今後のまちづくりについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

問 14．これからのまちづくりについて、ご意見などがありましたらご自由にお書きください。 

ご協力ありがとうございました。 

 　１．18～19 歳 ２．20～29 歳 ３．30～39 歳　　　　 

４．40～49 歳 ５．50～59 歳 ６．60～69 歳 

７．70 歳以上

 　１．男性 ２．女性 ３．その他

 　１．村上地区 ２．岩船地区 ３．瀬波地区 

　４．山辺里地区 ５．上海府地区 ６．保内地区 

　７・金屋地区 ８．平林地区 ９．砂山地区 

　10．神納地区 11．神納東地区 12．西神納地区 

　13．舘腰地区 14．三面地区 15．高根地区 

　16．猿沢地区 17．塩野町地区 18．大川谷地区 

　19．中俣地区 20．黒川俣地区 21．八幡地区 

　22．下海府地区

 
 

地区名がわからない場合は、お住まいの住所（町丁目名又は集落名）をお書きください。 

  村上市　　　　●●　　　（町） 　の　　　　●●　（丁目）

 　１．会社員・団体職員等 ２．アルバイト・パート 

３．自営業（農林水産業） ４．農林漁業以外の自営業 

５．家事専業 ６．学生  

７．無職　 ８．その他（　　　　　　　　　　）

 　１．単身（ひとり暮らし） ２．一世代（夫婦のみ） ３．二世代（子と同居） 

　４．二世代（親と同居） ５．三世代（親・子・孫など） ６．兄弟姉妹 

　７．その他（　　　　　　　　）

 

 

 


